
平成１７年（２００５年）５月２３日発行－３－　　（２０２号） 議 会 だ よ り
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平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

１７

今
年
２
月
の
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
予

算
を
否
決
し
た
こ
と
か
ら
、
４

月
・
５
月
の
２
か
月
間
の
暫
定
予

算
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
臨
時
会
に
市
長

か
ら
第
１
回
定
例
会
に
提
出
し
た

予
算
案
と
同
じ
予
算
案
が
改
め
て

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
武
蔵
小

１９
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
関
連
予

算
や
福
祉
関
係
予
算
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
質
疑
が
行
わ
れ
、
深
夜
に

及
ん
だ
こ
と
か
ら
、
会
期
を
１
日

延
長
し
ま
し
た
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
質
疑
終

２０
了
後
、
委
員
会
に
付
託
を
せ
ず
、

本
会
議
で
直
ち
に
採
決
を
求
め
る

即
決
の
動
議
が
提
案
さ
れ
、
本
動

議
の
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成

多
数
（
賛
成　

・
反
対
９
）
に
よ

１４

り
動
議
を
可
決
し
、
本
会
議
で
即

決
す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
人
の
議
員
か
ら
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
、
東

小
金
井
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事

業
関
連
予
算
の
経
費
、
家
庭
ご
み

の
有
料
化
に
伴
う
経
費
を
削
減
す

る
内
容
の
予
算
組
替
え
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
動
議
の
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数

（
賛
成
７
・
反
対　

・
退
席
２
）

１４

に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成　
１７

年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
（
賛
成

　

・
反
対
９
）
に
よ
り
原
案
の
と

１４お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉（
み
ど
り
の
風
）

　

本
議
案
に
反
対
す
る
第
１
の
理

由
は
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発

事
業
で
あ
る
。
現
計
画
は
財
政
や

環
境
面
か
ら
問
題
が
あ
る
。
本
予

算
が
可
決
さ
れ
て
も
施
行
者
と
地

権
者
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
。

　

時
間
も
お
金
も
か
か
り
、
そ
の

実
現
性
も
不
確
か
な
現
計
画
を
撤

回
し
、
市
民
参
加
で
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
作
り
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
２
の
理
由
は
東
小
金
井
駅
北

口
区
画
整
理
事
業
で
あ
る
。
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
の
方
向
性
が
十

分
に
定
ま
っ
て
な
い
状
況
で
予
算

執
行
す
べ
き
で
な
い
。

審
議
し
た
主
な
議
案

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

平
成　

年
第
一
回
定
例
会
で
の

１７

一
般
会
計
予
算
審
議
は
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
予
算
約　

億
３２

円
の
是
非
が
争
点
で
あ
っ
た
。
結

果
と
し
て
、
拮
抗
し
た
議
会
構
成

の
た
め
議
長
裁
決
で
否
決
さ
れ
、

三
年
連
続
の
暫
定
予
算
と
な
っ
て

い
た
。
３
月　

日
執
行
の
小
金
井

２７

市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
街
づ
く

り
が
最
大
の
争
点
と
な
り
、
有
権

者
の
大
勢
は
駅
前
整
備
促
進
派
の

候
補
者
に
軍
配
を
挙
げ
る
民
意
と

な
っ
た
。
よ
っ
て
、
市
民
の
希
望

に
沿
っ
た
市
長
提
案
の
予
算
に
賛

成
す
る
。　

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

３
月
の
市
議
選
の
争
点
は
街
づ

く
り
予
算
で
し
た
。
武
蔵
小
金
井

駅
南
口
の
再
開
発
、
そ
し
て
東
小

金
井
駅
北
口
の
土
地
区
画
整
理
と

い
う
二
つ
の
事
業
に
対
し
て
、
市

議
会
が
予
算
を
通
し
、
地
権
者
や

事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
く
の
か
ど
う
か
と
い
う
事
で
し

た
。

　

１
月　

日
に
国
土
交
通
省
の
事

１２

業
認
可
が
下
り
た
再
開
発
事
業
の

推
進
を
表
明
す
る
議
員
が
過
半
数

を
占
め
る
結
果
が
出
た
こ
と
は
、

街
づ
く
り
を
進
め
る
民
意
の
現
わ

れ
で
す
。
よ
っ
て
賛
成
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
す
る
理
由
は
、
武
蔵
小
金

井
駅
南
口
再
開
発
関
係
予
算
、
市

民
に
多
大
な
負
担
を
お
し
つ
け
る

ご
み
の
有
料
化
の
関
係
経
費
、
住

民
合
意
の
な
い
東
小
金
井
駅
北
口

区
画
整
理
の
経
費
が
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
武
蔵
小
金

井
駅
南
口
再
開
発
は
、
市
が　

億
１００

円
近
い
投
資
を
す
る
が
、
財
政
の

見
通
し
さ
え
、
市
は
示
さ
な
い
。

市
民
は
、
特
養
ホ
ー
ム
や
保
育
園

の
増
設
な
ど
を
切
実
に
求
め
て
い

る
。
計
画
を
見
直
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
も
福
祉
も
両
方
と
も
充
実
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
崎
晴
光
（
民
主
党
）

　

こ
の
一
年
間
小
金
井
市
政
は
、

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
予
算

を
巡
っ
て
空
転
し
、
市
民
に
多
大

な
迷
惑
を
掛
け
た
。
再
開
発
案
そ

の
も
の
に
は
大
き
な
問
題
点
が
あ

る
た
め
そ
れ
を
改
善
す
べ
き
で
あ

り
、
ま
た
こ
の
予
算
案
に
は　

名
１９

の
職
員
再
任
用
も
含
ま
れ
て
い
て

行
財
政
改
革
の
面
か
ら
も
賛
成
し

が
た
い
が
、
東
部
地
区
の
振
興
に

関
す
る
予
算
も
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
実
現
を
願
う
立
場
で
も
あ
る
。

　

市
民
生
活
の
円
滑
な
推
進
の
た

め
、
苦
渋
の
選
択
と
し
て
こ
の
予

算
案
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
専
決

が
必
要
な
い
部
分
ま
で
専
決
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
部
分
は

議
会
に
議
案
と
し
て
提
出
し
、
審

議
・
議
決
す
べ
き
で
あ
る
。

　

理
由
の
第
二
は
、
低
所
得
の
高

齢
者
へ
、
耐
え
切
れ
な
い
重
税
を

課
す
内
容
だ
か
ら
で
あ
る
。
市
民

税
・
都
民
税
に
加
え
、
介
護
保
険

料
の
負
担
増
、
非
課
税
と
い
う
こ

と
で
適
用
さ
れ
て
い
た
福
祉
・
医

療
・
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

　

地
方
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
税
賦
課
徴

収
条
例
の
一
部
（
個
人
の
市
民
税

に
お
け
る　

歳
以
上
の
者
の
非
課

６５

税
措
置
を
段
階
的
に
廃
止
す
る
こ

と
な
ど
）
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
市
長
が
市
議
会

を
招
集
す
る
暇
が
な
い
と
認
め
、

専
決
処
分
を
行
い
、
平
成　

年
４

１７

月
１
日
か
ら
施
行
し
た
こ
と
の
報

告
と
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

専
決
処
分
と
せ
ず
に
議
会
を
開

催
し
て
議
決
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認

し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
定

数
を
９
人
か
ら
８
人
に
減
員
す
る

た
め
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議長、副議長、監査委員に引き続き、常任委員会、各種審議会等の委員を次のとおり選出しました。

条例に基づく委員会委員
◎五十嵐京子　○露口　哲治　遠藤百合子　漢人　明子　小川　和彦　青木ひかる　和田　茂雄　森戸　洋子議 会 運 営 委 員

◎青木ひかる　○高木　真人　宮崎　晴光　渡辺　大三　中根　三枝　篠原ひろし　鈴木　洋子　板倉　真也総 務 企 画 委 員常
任
委
員
会

◎伊藤　隆文　○漢人　明子　遠藤百合子　紀　由紀子　小川　和彦　野見山修吉　水上　洋志　森戸　洋子厚 生 文 教 委 員

◎斎藤　康夫　○関根　優司　露口　哲治　村山　秀貴　小山　美香　宮下　　誠　五十嵐京子　和田　茂雄建 設 環 境 委 員

近隣市と共同で事務を処理するために設けられた一部事務組合の議会議員

和田　茂雄　関根　優司昭和病院組合議会議員

小山　美香　伊藤　隆文　宮下　誠　斎藤　康夫　森戸　洋子二枚橋衛生組合議会議員

五十嵐京子東京都三多摩地域廃棄物広域処分組合議会議員遠藤百合子　野見山修吉湖南衛生組合議会議員

小川　和彦　篠原ひろし東京都六市競艇事業組合議会議員東 京 都 十 一 市 競 輪
事 業 組 合 議 会 議 員

（平成１７年４月１９日選出）◎委員長　○副委員長

市長や教育委員会等が設置している各種審議会等の委員
高木　真人　宮崎　晴光　渡辺　大三　水上　洋志農 業 委 員 会 委 員

宮崎　晴光　紀　由紀子　青木ひかる　篠原ひろし　水上　洋志青少年問題協議会委員

森戸　洋子市民健康づくり審議会委員漢人　明子民生委員推せん会委員露口　哲治交通安全推進協議会委員

遠藤百合子　村山　秀貴　小山　美香　和田　茂雄国 民 健 康 保 険
運 営 協 議 会 委 員

高木　真人　小山　美香　伊藤　隆文　宮下　　誠　小川　和彦　青木ひかる　五十嵐京子　和田　茂雄
関根　優司都市計画審議会委員

伊藤　隆文　篠原ひろし　板倉　真也消防団運営審議会委員

露口　哲治　遠藤百合子　村山　秀貴　宮崎　晴光　渡辺　大三　漢人　明子　中根　三枝　紀　由紀子　
斎藤　康夫　野見山修吉　五十嵐京子　鈴木　洋子　和田　茂雄　関根　優司　水上　洋志　森戸　洋子

小金井市土地開発公社
評 議 員 会 評 議 員

（第１委員会）野見山修吉　　（第２委員会）宮下　誠　　（第３委員会）村山　秀貴三多摩上下水及び道路
建設促進協議会委員

専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
市
税

賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

議
会
運
営
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平

成　

年

度

一

般

会

計

予

算

１７

け
ら
れ
な
く
な
り
、
雪
だ
る
ま
の

よ
う
に
負
担
が
増
え
る
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。


